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東
軍
の
独
走
を
容
認
す
る
姿
勢
に
転
換
し
た
。 

 

以
降
、
関
東
軍
は「
満
蒙
は
日
本
の
生
命
線
」 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と「
日
本
人
移
民
実
施
要
綱 

案
」を
策
定
し
た
。
骨
子
は「
日
満
両
国
国
防
の 

充
実
、
満
州
国
治
安
の
維
持
な
ら
び
に
日
本
民 

族
の
指
導
に
よ
る
極
東
文
化
の
大
成
を
図
る
」 

た
め
に
日
本
人
移
民
（後
の
開
拓
団
）を
積
極 

的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
３７
年
７
月
７
日
に
盧
溝
橋
事
件
を 

起
こ
し
、
中
国
全
土
に
侵
略
を
拡
大
し
、
日
中 

全
面
戦
争
へと
突
入
し
た
。
も
は
や
軍
部
の
独 

走
を
だ
れ
も
と
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

 

１
９
４
５
年
８
月
１５
日
の
ア
ジ
ア
・太
平
洋
戦 

争
敗
戦
ま
で
、
約
１５
年
間
戦
争
を
続
け
た
。 

②
日
本
人
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日 

こ
の
侵
略
戦
争
で
中
国
人
を
は
じ
め
ア
ジ
ア 

の
人
々
約
２
０
０
０
万
人
、
日
本
人
３
１
０
万
人 

の
命
が
奪
わ
れ
た
。 

 

中
国
社
会
で
は
、
９
月
１８
日
を「
勿
忘 

九
・ 

一
八
」
と
呼
ん
で
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
あ
る
。
も 

ち
ろ
ん
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
・太
平
洋 

戦
争
と
つ
づ
く「
１５
年
戦
争
」の
発
端
と
な
っ
た 

日
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日
で
あ
る
。 

③
戦
争
体
験
の
継
承
は
次
世
代
へ
の
責
任 

 

私
は
、「
旧
満
州
国
」か
ら
の
引
き
揚
げ
体
験 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。 

 

「
１
９
４
２
年
９
月
に
、
満
州
開
拓
団
で
生
ま 

れ
た
。
４５
年
８
月
９
日
に
、
ソ
連
が『
満
州
国
』 

に
侵
攻
し
た
。
３
才
の
私
は
、
母
に
連
れ
ら
れ
て 

避
難
を
開
始
し
た
。
関
東
軍
の
主
力
は
、
南
方 

戦
線
に
移
動
し
、『
北
満
』
は
、
作
戦
放
棄
地
域 

と
な
り
、
開
拓
団
を
守
っ
て
く
れ
る
軍
は
い
な
い
。

９
月
上
旬
に
、
ソ
連
軍
に
と
ら
え
ら
れ
捕
虜
に 

な
り
、
収
容
所
を
転
々
と
し
、
ハ
ル
ビ
ン
の
花
園 

小
学
校
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
運
よ
く 

父
親
と
再
開
で
き
、
１
９
４
６
年
１０
月
（４
才
の 

時
）に
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
多 

く
の
子
ど
も
は
、
餓
死
す
る
か
、
中
国
人
に
預
け 

ら
れ
た
。
こ
の
預
け
ら
れ
た
子
ど
も
が『
中
国
残 

留
孤
児
』
で
あ
る
。
そ
し
て『
柳
条
湖
事
件
』は
、 

『
中
国
残
留
孤
児
』が
生
ま
れ
る
遠
因
に
な
っ
た
」 

と
述
べ
た
。 

 

今
日
、
戦
争
体
験
者
が
亡
く
な
っ
た
り
、
高
齢 

化
す
る
中
で
、
過
去
の
侵
略
戦
争
を
肯
定
・美
化 

す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
う
し
た 

体
験
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
裏
へつ
づ
く 

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
し
た
の

で
、
久
し
ぶ
り
の
街
頭
宣
伝
と
な
っ
た
。 

 

日
中
岡
山
支
部
は
、
こ
れ
ま
で「
日
中
不
再

戦
は
憲
法
９
条
を
生
か
す
道
」
と
の
立
場
で
、

こ
の
事
件
の
宣
伝
を
し
て
き
た
。 

 
参
加
者
は
、
日
中
岡
山
支
部
か
ら
３
人
（河

井
理
事
長
、
小
林
事
務
局
長
、
稲
葉
理
事
）

と
、
岡
山
県
九
条
の
会
か
ら
２
人
（
伊
原
事

務
局
長
、
妹
尾
事
務
局
員
）
の
計
５
人
で
、
ビ

ラ
配
布
と
マ
イ
ク
に
よ
る
宣
伝
を
行
っ
た
。 

 

ま
ず
マ
イ
ク
を
持
っ
た
小
生
は
、
商
店
街
や

通
行
人
の
人
々
に
、
次
の
３
点
を
訴
え
た
。 

①
軍
が
暴
走
を
は
じ
め
る
と
だ
れ
も
と
め

ら
れ
な
い 

今
日
は
、
８９
年
前
の
１
９
３
１
年
に
奉
天 

（現
在
の
瀋
陽
）駐
留
の
関
東
軍
が「
満
鉄
」の 

線
路
爆
破
事
件
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
中
国
側 

の
仕
業
に
見
せ
か
け
て
、
侵
略
戦
争
を
は
じ

め
た
日
で
あ
る
。 

 

当
初
、
日
本
政
府
は
事
態
の
不
拡
大
の
声 

明
を
出
し
た
。
し
か
し
、
関
東
軍
は
そ
れ
を

無
視
し
中
国
東
北
部
の
ハ
ル
ビ
ン
な
ど
主 

要
都
市
を
占
領
し
、
３２
年
に
か
い
ら
い「
満 

州
国
」
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、
政
府
も
関 
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９
月
１８
日
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の
広
場
前
で
、「
柳
条

湖
事
件
（
満
州
事
変
）
８９
周
年
の
横
断
幕
」
を
立
て

て
街
頭
宣
伝
を
し
た
。 

 

こ
の
宣
伝
は「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」
（
７
月
７

日
の
盧
溝
橋
事
件
か
ら
９
月
１８
日
の
柳
条
湖
事
件

ま
で
）
最
後
の
行
動
で
あ
る
。「
７
・
７
」
は
、
新
型
コ
ロ

 

伊原さん 

左から稲葉、河井、小林、伊原、妹尾さん 
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９
・
１
８
柳
条
湖
事
件
８
９
周
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頭
宣
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ー
戦
争
体
験
の
正
し
い
継
承
は
次
世
代
へ
の
責
任
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１２
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内 

 
 

 
 

 
 

 

※
表
か
ら
つ
づ
き 

 
 

敵
基
地
攻
撃
能
力
は
平
和
に
逆

行 

 

県
九
条
の
会
の
伊
原
さ
ん
は
、「
安 

倍
政
権
を
継
承
」し
、「
憲
法
改
正
に 

し
っ
か
り
取
り
組
む
」菅
政
権
を
次
の 

よ
う
に
批
判
し
た
。 

 

「
そ
も
そ
も
権
力
者
を
縛
る
の
が
憲

法
だ
が
、
そ
の
憲
法
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
い
る
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

研
究
な
ど
許
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
を

や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
敵
基
地
の
情

報
収
集
を
米
国
に
依
存
し
て
い
る

現
状
で
は
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
と

も
に
海
外
で
戦
争
す
る
軍
隊
に
な

る
。
ま
さ
に
、
憲
法
９
条
を
破
壊
す

る
こ
と
に
な
る
。
」 

 
 

 

ビ
ラ
１
０
０
枚
配
布 

 

約
５
０
分
の
行
動
で
、
表
に
は「
日
本 

と
中
国
、
世
界
平
和
友
好
の
た
め
に
」 

「
平
和
憲
法
を
守
り
生
か
し
平
和
な 

日
本
を
」と
、
裏
側
に
は
、
自
ら
の
加 

害
体
験
を
告
白
し
た
人
々
の
思
い「
人 

間
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い 

戦
争
」「
憲
法
９
条
を
ゆ
が
め
る
の
は 

戦
争
を
す
る
た
め
だ
」な
ど
書
い
た
ビ 

ラ
を
１
０
０
枚
配
布
し
た
。 

 

な
お
、
岡
山
民
報
の
坪
中
さ
ん
が
取 

材
に
き
て
く
れ
た
。 

 

第
３８
期 

中
国
語
講
座
が

２
０
２
０
年
１０
月
か
ら
開

講
し
ま
す
。 

場
所
は
岡
輝
公
民
館 

時
間
は
午
後
６
時
か
ら
８
時 

最
初
の
授
業
は
１０
月
３
日
で
す
。 

ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。 今

ま
で
講
師
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
劉
小
妹
老
師
が
岡
山
大
学
を

卒
業
さ
れ
、
１０
月
に
中
国
へ
帰
国
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
際
し
て
、
せ
っ
か
く

長
く
岡
山
で
生
活
さ
れ
て
い
た
の
で
す

か
ら
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
交
流
会
を
開
催
し
て
、
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
詳
細

は
前
回
、
前
々
回
の
新
聞
紙
面
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
プ
チ
情
報
、
中
国
へ
帰
国
す

る
と
２
週
間
隔
離
生
活
を
す
る
そ
う

で
す
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
の
家
に
帰
る

こ
と
に
な
る
そ
う
で
、
お
金
も
時
間
も

大
変
負
担
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
の
劉
老
師
か
ら
新
し
い
講
師
と

し
て
、
姫
宇
垣
老
師
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
中
国
語
講
座

を
、
新
し
い
講
師
と
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
姫
宇
垣
老
師

の
自
己
紹
介
で
す
。 

 

 

中国出身の姫 宇恒(き うこう)です。岡山大学の博士後期課程に在籍

し、博士号の取得を目標として頑張っています。私は中国の青海省西寧

市で生まれ、小学１年の時、家族と一緒に広東省中山市に引っ越ししま

した。中国の北と南の地域でそれぞれ長く生活したので、異なる文化の

生活を経験できました。高校時代に日本語と出会い、日本語と日本文化

に関して大変興味を持つようになりました。そこで、大学は、日本語を

専攻することにしました。大学４年生の時、日本文化をさらに知りたい、

日本の方ともっと交流したいと思って、日本へ留学することを決めまし

た。大学を卒業して、東京台東区の早稲田文化館という日本語学校で一

年間勉強し、岡山大学のプレマスターコースに入学しました。その後は

修士課程、博士課程に進学し、今年は岡山に来てから 5 年目で、充実し

た毎日を送っています。私の趣味はジョギングと卓球です。暇な時はよ

くアパートの近くの川に沿ってジョギングしています。卓球は小学校の

時からずっとやっています。将来は中国で、日本語の先生になりたいと

思っています。日本語を教えながら、日本の文化をたくさんの人に伝え

ることができたらと思います。今はこの目標を実現できるように、日本

語の歴史をはじめ、日本の文化について勉強に励んでいます。 

 


